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上
田
の
御
柱
祭

武石地域の子
こ

檀
まゆみ

嶺
ね

神社の御柱大祭
で、信広寺前を木遣

や

りの掛け声で出
発する御柱。
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７
年
目
ご
と
の
寅と
ら

と
申さ
る

の
年
に
諏
訪
系

統
の
神
社
で
行
わ
れ
る
の
が
御
柱
祭
で

す
。

　

寅
年
の
今
年
、
市
内
の
各
地
で
御
柱
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
柱
祭
は
、
山
か
ら
神
霊
を
里
に
迎
え

た
古
代
信
仰
に
由
来
し
、
神
の
降
臨
を
仰

ぐ
神
聖
な
木
を
、
神
が
宿
る
柱
と
し
て
、

建
立
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
聖
域
や
祭
場
を
示
す
標
柱
と
い
わ
れ

た
り
、
社
殿
を
更
新
造
営
す
る
替
わ
り
に

建
て
る
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

巨
大
な
木
を
、
地
域
の
人
が
心
を
一
つ

に
し
て
曳ひ

く
御
柱
祭
は
、一
体
感
や
、人
々

の
つ
な
が
り
を
強
く
す
る
不
思
議
な
魅
力

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
上
田
市
内
の
御
柱
祭
を
紹
介
し

ま
す
。
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生
島
足
島
神
社

御柱は、田の中を進む場所も
ある。梃

て

子
こ

係が舵
かじ

をとりなが
ら、約17ｍの御柱が進む。

　

上
田
地
域
下
之
郷
地
区
の
生
島
足
島
神

社
の
御
柱
大
祭
は
、
４
月
17
日
か
ら
19
日

の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
宵

宮
祭
で
本
宮
か
ら
お
旅
所
ま
で
の
お
練
り

行
列
。
２
日
目
が
本
大
祭
で
、
お
旅
所
か

ら
神
社
ま
で
の
お
練
り
行
列
と
里
曳び

き
が

行
わ
れ
、
最
終
日
は
奉
建
祭
で
境
内
に
御

柱
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。①生島足島神社の御柱

は、上之宮一之柱、上
之宮二之柱、下之宮一
之柱、下之宮二之柱が
あり、約600人でこの
４本を曳く。

②お練り行列も生島足島
神社の御柱大祭の大き
な見所。太刀、長刀、
弓行事や、大名行列、
子どもの御舟行列に約
600人が参加する。

③市内の御柱祭で、最も
にぎわうのが、生島足
島神社。主催者発表で
は約２万5,000人の人
出だった。

①
②

③

大谷諏訪神社
　

上
田
地
域
別
所
温
泉
地
区

で
、
４
月
29
日
に
行
わ
れ
た
の

が
、大
谷
諏
訪
神
社
の
御
柱
祭
。

氏
子
数
は
33
軒
と
少
な
い
で
す

が
、
真
田
氏
が
上
田
を
治
め
て

い
た
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
と

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

建御柱の前には御幣を
持った子どもたちが、
御柱に乗って祭を楽し
んだ。

力を合わせて御柱を
建てる。御柱は杉の
木で、長さは６ｍ。
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堀川神社
　

上
田
地
域
上
堀
・
下
堀
地
区
の

堀
川
神
社
で
は
、
４
月
11
日
に
御

柱
大
祭
里
曳
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
御
柱
は
、
３
月
に
小
牧
山
か

ら
山
出
し
、
千
曲
川
の
川
渡
し
を

し
た
親
柱（
２
ｔ
）、
小
柱（
１
ｔ
）

の
２
本
の
赤
松
。
祭
で
は
、
金
棒

突
き
や
、
獅し

子し

頭が
し
ら

等
の
お
練
り
も

華
を
添
え
ま
し
た
。

お練りには、小中学生の女子
11人で構成される金棒突き
も加わる。

千曲川沿い新幹線わきの北国街
道を、総代長など裃

かみしも

姿の集団を
先頭に、御柱が曳

えい

行
こう

される。

諏
訪
大
明
神

　

真
田
地
域
傍
陽
地
区
の
諏
訪
大
明
神
で

は
、
４
月
18
日
に
御
柱
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
御
柱
祭
は
、
江
戸
時
代
嘉
永
年

間
に
記
録
が
あ
り
、
２
０
０
年
以
上
続
い

て
い
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
柱
は

直
径
55
㎝
、
重
さ
は
2
ｔ
弱
の
赤
松
の
大

木
で
す
。

①神社の石段に
沿って御柱を引
き上げ、滑車を
利用して人力で
御柱を建てる。
②祭には地区内外
から約200人が
参加し、約１㎞
の里曳きが行わ
れた。

①②
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子檀嶺神社

深
山
諏
訪
神
社

　

武
石
地
域
小
沢
根
地
区
の
子こ

檀ま
ゆ
み

嶺ね

神
社
で
は
、
４
月
11
日
に
御
柱

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
百
万
石

の
大
名
行
列
を
模
し
た
勇
壮
な
お

ね
り
行
列
が
行
わ
れ
、
当
日
の
人

出
は
、
延
べ
１
万
人
以
上
。
お
ね

り
行
列
は
江
戸
時
代
に
一
度
禁
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
武
石
出
身
の
小

松
典て
ん

膳ぜ
ん

と
い
わ
れ
る
人
が
上
田
藩

主
の
前
で
長
刀
振
り
の
妙
技
を
披

露
し
、
そ
の
褒
美
と
し
て
復
活
が

認
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

おねり行列の笛。武石公民館から
子檀嶺神社までの約1.5㎞を300人
を超える行列が練り歩く。

①おねり行列の長刀。1782年におねり行列
の記録があり、228年以上の歴史がある。

②おねり行列の小長刀。小中学生も御
お

薙
なぎ

鎌
がま

、
半弓、小長刀などで行列に参加する。

③子檀嶺神社の坂を上る御柱。急傾斜の坂を
人力のみで引き上げる。

④多くの観客が見守る中、御柱が建てられた。
御柱の重さは約３t、長さは約14ｍ。

　

丸
子
地
域
腰
越
地
区
の
深
山
諏
訪
神
社

で
は
、
４
月
４
日
に
御
柱
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
御
柱
祭
は
、
深
山
集
落
か
ら

神
社
ま
で
の
上
り
道
を
曳ひ

く
の
が
特
徴
。

特
に
最
後
の
神
社
へ
続
く
急
坂
で
は
、
参

加
者
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
御
柱
を
引
き

上
げ
、
勇
壮
に
神
社
の
鳥
居
へ
進
む
姿
が

印
象
的
で
す
。

御柱が道路か
ら、はずれる
ことも多くあ
り、引き上げ
るところも見
せ場の一つ。

①

②

③

④
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岡森諏訪神社

一
本
木
諏
訪
神
社

　

丸
子
地
域
腰
越
地
区
の
一
本
木
諏
訪
神
社

で
は
、
４
月
25
日
に
御
柱
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
本
木
諏
訪
神
社
の
御
柱
祭
に
は
、
約

１
０
０
人
の
お
練
り
行
列
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
こ
の
お
練
り
は
、
文
久
年
間
の
江
戸
歌

舞
伎
の
名
優
・
中
村
梅う
め

児じ

が
、
腰
越
で
興
行

し
た
際
に
強
く
引
き
止
め
ら
れ
、
永
住
す
る

こ
と
と
な
り
、
弟
子
を
参
加
さ
せ
、
企
画
・

演
出
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

御柱を曳く途中、御幣をかざ
して木遣

や

り歌を披露する木遣
り隊。

祭典役員に続いて鼻高面に狩
衣、高下

げ

駄
た

の天
てん

狗
ぐ

が行く。水
引をかけた杖

つえ

を持っている。

お練り行列の大
おお

鳥
とり

毛
げ

。重さ
30㎏ある大鳥毛を、二人の
奴
やっこ

が投げ合う。

　

丸
子
地
域
腰
越
地
区
の
岡
森

諏
訪
神
社
で
は
、
４
月
11
日
に

御
柱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
小
学
生
用
の
御
柱
も
曳

か
れ
、
子
ど
も
木
遣
り
の
か
わ

い
い
掛
け
声
で
向
井
集
落
の
中

を
御
柱
が
曳
か
れ
ま
し
た
。

向井集落全体
を曳

えい

行
こう

される
御柱。

今回は子どもの御柱も
曳かれ、子どもたちが
建御柱も行った。
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（万トン - CO2）

運輸部門

業務部門

家庭部門

産業部門

1990年比　約28％、
27万7,000ｔ　増加

一
緒
に
取
り
組
も
う！
温
暖
化
対
策

「
上
田
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
は
、
石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
９

割
以
上
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
ま
た
地
球
温
暖
化
問

題
は
、
環
境
分
野
に
お
け
る
世
界
の
中
心
的
な
課
題
と
し
て
共
通
の
認

識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
に
富
ん
だ
私
た
ち
の
住
む
上
田
市
は
、
日
本
で
も
有
数

の
日
照
条
件
や
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
条
件
を
生
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
有
効
で
す
。

　

今
年
２
月
に
策
定
し
た「
上
田
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

は
、
上
田
市
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
実
態
な
ど
か
ら
、
地
球
温

暖
化
に
関
す
る
二
酸
化
炭
素（
CO2
）の
排
出
量
等
を
推
計
し
、
具
体
的
な

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
す
。

●地球温暖化の現状
大気中の温室効果ガス（二酸化炭素など）の増加により、
日本でもこの100年で気温が約1.1℃上昇しています。

【10年後のCO2削減目標】（2020年目標）
　　・太陽光発電　　　約8,320ｔ（20,000 kW相当）
　　・太陽熱利用　　　約420ｔ（600基）
　　・中小水力発電　　約3,940ｔ（1,100 kW相当）
　　・バイオマス利用　（バイオマスタウン構想で推進）
　　　　　　　　　計　約13,000ｔ
1990年比で約28％増加した温室効果ガス排出量のうち、
約５％分を今後の新エネルギー施策により削減していき
ます。

棒グラフ：
各年の平均気温の平年値との差
青折線：
平年差の５年移動平均
赤太線：
長期的な変化傾向
※平年値は1971～2000年まで
　の平均値

「上田市の二酸化炭素（CO2）排出量（推計値）」

※長野県から公表されているデータを基に、上田市の産業構造から
　推計。2006年が最新。

●新エネルギーの導入目標

機  器 家庭でできる省エネ行動 年間のCO2
削減量（目安） 節約金額

エアコン
夏の冷房時は、28℃に設定 13.7㎏ 約 670 円 

冬の暖房時は、20℃に設定 24.0㎏ 約 1,170 円 

照明器具 電球形蛍光ランプに取り替える 38.1㎏ 約 1,850 円 

冷蔵庫 物を詰め込み過ぎない 19.9㎏ 約 960 円 

自動車
急加速しない 194.0㎏ 約 9,860 円 

アイドリングストップ 40.2㎏ 約 2,040 円 

●省エネルギーへの取り組み
新エネルギーの導入と並行して、省エネルギー行動も推進します。

詳しくは上田市ホームページをご覧ください。
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担　　当 氏　　名 連絡先
リーダー 関

せき

川
がわ

　久
ひさ

子
こ 22・5368

東部地区 小
こ

林
ばやし

　幸
さち

子
こ 27・4901

南部地区 小
お

田
だ

中
なか

　美
み

果
か 27・6657

中央地区 小
こ

宮
み

山
やま

　一
かず

博
ひろ 22・1479

北部地区 河
かわ

田
た

　和
かず

子
こ 22・7704

西部地区 金
かね

子
こ

　美
み

智
ち

子
こ 24・3567

城下地区 木
き

内
うち

　かず子
こ 23・1589

塩尻地区 中
なか

澤
ざわ

　妙
たえ

子
こ 24・3054

川辺・泉田地区
藤
ふじ

木
き

　正
まさ

枝
え 24・6355

小
こ

林
ばやし

　亜
つぐ

喜
よし 24・7750

神川地区 佐
さ

藤
とう

　園
その

子
こ 35・1619

神科地区
柿
かき

沼
ぬま

　美
み

知
ち

子
こ 24・2734

小
こ

林
ばやし

　きみ代
よ 24・6687

豊殿地区 坂
さか

口
ぐち

　みのり 27・3998

東塩田地区
林
はやし

　　美
よし

子
こ 38・6520

林
はやし

　　稲
いね

子
こ 38・3480

中塩田地区 田
た

中
なか

　敏
とし

夫
お 38・6318

西塩田地区 小
こ

池
いけ

　春
はる

子
こ 38・0043

別所地区 大
おお

久
く

保
ぼ

　光
みつ

久
ひさ 38・5844

川西地区
木
き

藤
どう

　輝
てる

雄
お 31・2461

土
つち

屋
や

　梅
うめ

子
こ 31・1600

内村地区 渡
わた

辺
なべ

　りつ子
こ 44・2247

丸子第１地区 倉
くら

島
しま

　陽
よう

一
いち 43・2427

丸子第２地区 田
た

中
なか

　晃
てる

子
こ 42・0456

依田地区 山
やま

越
こし

 　建
たつる 43・1828

長瀬地区 金
かね

子
こ

　健
けん

一
いち 42・3302

塩川地区 鷹
たか

野
の

　美
み

知
ち

子
こ 35・2860

長地区
清
し

水
みず

　利
とし

夫
お 74・2040

竹
たけ

村
むら

　尚
なお

美
み 72・4071

傍陽地区 飯
いい

嶋
じま

　圭
けい

子
こ 73・2339

本原地区 一
いち

之
の

瀬
せ

　忠
ただ

茂
しげ 72・3215

武石地域
児
こ

玉
だま

　けさみ 85・2876

下
しも

城
じょう

　裕
ひろ

子
こ 86・2147

私たちが、
第８期上田市ごみ減量
アドバイザーです！

「ごみを減らすにはどうすれ
ばいいのか、市民の皆さん
に伝えることが（ごみ減量ア
ドバイザーの）役目です。そ
うした場として、自治会の
資源物回収やウイークエン
ドリサイクルに立ち会って
います。また、勉強会の要
請があれば伺います。燃や
せるごみも、燃やせないご
みも減ってきていて、皆さ
んの関心が高くなっている
のだと思います」。

林地残材や生ごみなど
の有効活用が図れま
す。

バイオマス

市内に、水資源は豊富
にあるため、今後期待
ができる新エネルギー
です。

中小水力発電

日照条件の良い上田市
に、最も適した新エネ
ルギーです。

太陽光発電

●新エネルギー導入に向けた
　四つの重点プロジェクト
上田市の地域特性を踏まえた上で、四つの新エネルギー利用を
「重点プロジェクト」として取り組みます。

６月は
環境月間
です

　６月５日は環境の日です。これは、
1972年にストックホルムで開催された国
連人間環境会議を記念したもので、環境
基本法で定められています。
　また、６月の１か月間を環境月間とし
て、環境問題についての関心と理解を深
める期間としています。
　市民の皆さんも、豊かな自然環境を後
世に残していくため、身近でできること
から取り組みましょう。

すでに、温水器などで
多くの市民が利用して
いる方法です。

太陽熱利用

　  廃棄物対策課　TEL22・0666

（任期／平成22年４月１日～24年３月31日）

リーダーの関川さん

　  生活環境課　TEL23・5120

�



上
田
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
！

　市民の夏祭り、「上田わっしょい」に参加する「連」を募集します。
真夏の夜に大勢の皆さんと爽

そう

快
かい

な汗を流してみませんか。

応募方法  
　踊り連、みこし連、太鼓連／所定の申込用紙にご記入の

うえ、FAX（23・7355）または、Eメール（kanko@
city.ueda .nagano.ja）などでお申し込みくださ
い。申込用紙は、事務局にお問い合わせいただく
か、上田市ホームページからダウンロードして
ください。

応募締切  ６月14日㈪必着
応募上の注意

　踊り連／参加形態の「正調」または「オリジナル（創作）」の
いずれの踊り方かを必ず明記してください。な
お、「踊り連」での参加には、灯ろうが必要です。
お持ちでない連は購入（8,000円）するか、レンタ
ル（1,000円）してください。別途ろうそく・和紙
は実費負担（800円）となります。また、連を統率
する責任者２名は「勤番はっぴ」を着用していた
だきます。お持ちでない連は、こちらも購入（１
枚8,000円）か、レンタル（１枚500円）してくだ
さい。

　踊り＆衣装コンテスト／希望する連に限り審査を行い、
表彰します。また、正調の踊りを練習したい方に
はCDを貸し出します。お気軽にお問い合わせく
ださい。

　上田わっしょい実行委員会事務局
　　（  観光課内）　TEL23・5408

  上田市役所 TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹   丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
  真田地域自治センター TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹   武石地域自治センター TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹ 

７月31日㈯開催の「第39回上田わっしょい」参加連を大募集

開設記念講演会

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ

　市民一人ひとりが健康づくりの必要性を認識し、実践するための取り組みを支援する拠点となる総
合保健センターを建設し、６月１日に開設しました。
　市民の皆さんに積極的にこの総合保健センターを活用するよう、総合保健センター開設記念講演会
を開催します。

日　時  ６月26日㈯午後１時30～３時30分
　　　　　（午後０時30分受付開始）
場　所  ひとまちげんき・健康プラザうえだ
　　　　　（上田合同庁舎西側）２階多目的ホール
演　題  「ガッテン流　健康づくり」
講　師  北折一氏（NHKためしてガッテン専任
 ディレクター）
参加費  無料
持ち物  上はき、くつを入れる袋
その他  参加者には平成22年度版オリジナル
 カレンダーを差し上げます。
　  健康推進課　TEL28・7123

NHK科学・環境番組部専任
ディレクター。
1987年NHK入局。
人気番組「ためして　ガッ
テン」の制作にかかわり16
年目。テレビ界初の「消費
生活アドバイザー」の資格
を持つ。
自らもメタボ体型を解消し
た実践者。

北折 一さん
（きたおり・はじめ）

��



米粉で作って食べよう
　

昨
年
、
上
田
市
で
行
わ
れ
た
米
粉

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
16
作
品
の
ほ
か

に
、
関
東
農
政
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
作
品
を
ま
と
め
た
レ
シ
ピ

集「
お
い
し
い
・
だ
い
す
き
米
粉
ク
ッ

キ
ン
グ
」が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
レ
シ

ピ
を
参
考
に
、し
っ
と
り
・
も
ち
も
ち
・

さ
く
さ
く
の
米
粉
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

　

レ
シ
ピ
集
は
、
農
政
課
、
各
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
産
業
観
光
課
、
公
民
館
な

ど
に
あ
り
ま
す
。

　

地
元
産
の
米
粉
は
、
う
え
だ
食
彩
館

ゆ
と
り
の
里
、
Ａ
コ
ー
プ
西
部
店
・
コ

ア
し
お
だ
店
、
市
役
所
本
庁
舎
地
下
１

階
売
店
な
ど
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま

す
。

　

農
政
課 

TEL
23
・
５
１
２
２

募集作品  上田の魅力や特徴、名物などを紹介するコマーシャル風の未発表作品。
応募資格  市内在住・在勤・在学の方。学校や会社、各種サークルなど、グループでの応募も大歓迎。
応募規定  ①作品の長さは30秒間。一人何点でもご応募できます。
 ②作品には必ず「20字以内のタイトル」を明記してください。
 ③作品の使用映像や音楽などの著作権、肖像権は、制作者において処理してください。
 ④作品はDVテープまたはDVDで提出してください。なお、応募されたテープ・DVDは
 　返却しません。
応募方法  応募用紙に必要事項を記入のうえ、作品と一緒に市役所秘書課までご応募ください（郵

送可。〒386-8601住所不要）。応募用紙は上田市ホームページからダウンロードできる
ほか、市役所や各地域自治センターにあります。

応募締切  ９月15日㈬
表　彰  優秀賞には賞状と副賞を、そのほか各賞に記念品を進呈。
作品の放送  上田市行政チャンネルで放送するほか、優秀作品は長野朝日放送主催の「ふるさと
 　CM大賞」へ応募します。
　  秘書課　TEL23・5149

米
粉
レ
シ
ピ
集
発
行

30秒で表現する上田

上
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
映
像
募
集

　室賀温泉ささらの湯では、昨年度ふるさと寄附金として名古屋市在住
の滝澤有

たもつ
さんからご寄付いただいた6,250万円を活用して、現在、露天

風
ぶ

呂
ろ

２か所と洗い場１棟を増築しています。
　式典当日は豪華賞品が当たるささらの湯リニューアル記念抽選会のほ
か、ほたる観察、太鼓の演奏などの各種催し物、たけのこ汁の無料配布、
焼き鳥、生ビール、ジュースの出店などで、皆さんのお越しをお待ちし
ています。

日　時  ６月26日㈯午前10時～
 （式典は午後４時～）
場　所  室賀温泉ささらの湯
　室賀温泉ささらの湯　TEL31・1126

　
「
上
田
」を
テ
ー
マ
に
し
た
30
秒
の
映
像
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
撮
影
は
家
庭
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
あ
な
た
が
感
じ
る
上
田
を
30
秒
の
映
像
で

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

リニューアル記念式典とほたる祭

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

��



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

運
動
プ
ラ
ン
の
個
別
相
談

　

あ
な
た
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
や
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
改
善
の

た
め
の
運
動
プ
ラ
ン
作
成
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

　

現
在
治
療
中
の
方
は
主
治
医
と
相
談
の

う
え
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
３
時（
予
約
制
、
一
人
約
１
時

間
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き･

健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
内
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー（
上

田
合
同
庁
舎
西
側
）

●
対
象　

20
歳
以
上
の
上
田
市
民

●
定
員　

１
日
５
名

●
参
加
費　

無
料

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

６
月
は
土
砂
災
害

防
止
月
間
で
す

　

近
年
、梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
限
ら
ず
、

短
時
間
に
狭
い
範
囲
で
大
量
の
雨
が
降
る

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」が
頻
発
し
て
お
り
、
市
内

で
も
多
く
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

気
象
庁
か
ら「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」が

発
表
さ
れ
た
時
は
、
い
つ
災
害
が
発
生
し

て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
す
。
異
常
な

状
況
を
発
見
し
た
時
や
、
危
な
い
と
感
じ

た
時
は
自
主
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
家
の
周
り
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
、

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
避
難
場
所
や
避

難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
雨
量
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情

報
は
、長
野
県
砂
防
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
砂

防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

上
田
・
丸
子
・
真
田
地
域
に
つ
い
て

は
、「
土
砂
災
害
防
止
法
」に
基
づ
く「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
」「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
」の
指
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
区
域
図
等
を
確
認
で
き

ま
す
の
で
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

危
機
管
理
室　

TEL
21
・
０
１
２
３

国
民
宿
舎
鹿
月
荘
の

臨
時
休
館

　

館
内
修
繕
工
事
の
た
め
６
月
29
日
㈫
と

30
日
㈬
の
２
日
間
、
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

鹿
月
荘　

TEL
44
・
２
２
０
６

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

小
川
プ
ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
！

　

６
月
19
日
㈯
か
ら
、
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
の
間
、
小
川
プ
ー
ル
・
サ
ン
デ
ッ

キ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す（
天
候
に
よ
り
ク

ロ
ー
ズ
の
時
も
あ
り
）。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

個
別
相
談
お
受
け
し
ま
す

地
デ
ジ
説
明
コ
ー
ナ
ー
開
設

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）を
ご
覧

い
た
だ
く
た
め
に
、
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー（
愛
称
／
デ
ジ
サ
ポ
）に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
一
人
ず
つ
行
い
ま
す
の
で
、
地

デ
ジ
に
つ
い
て
あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
方
も

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申

し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
期
日
／
場
所

・
６
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
／
真
田
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

・
６
月
14
日
㈪
〜
16
日
㈬
／
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

・
６
月
17
日
㈭
／
武
石
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
１
階

・
６
月
21
日
㈪
〜
25
日
㈮
／
市
役
所
本
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

デ
ジ
サ
ポ
長
野
相
談
会
グ
ル
ー
プ

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
８
・
３
０
７
5

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

第
６
回
信
州
上
田
本
町
祭

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
＆
青
空
酒
場

●
日
時　

６
月
12
日
㈯
午
後
５
時
〜

●
場
所　

上
田
映
劇
前
通
り

●
内
容

・
特
設
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
／
本
町
自
慢
の
逸

品
料
理

・
イ
ベ
ン
ト
／
青
木
村
義
民
太
鼓
保
存
会

の
演
奏
、当
日
限
定
ス
ィ
ー
ツ
、ぽ
け
っ

と
の
手
作
り
品
販
売
、占
い
、真
田
グ
ッ

ズ
販
売
な
ど
。

・
お
子
様
大
集
合
! !
／
鎧よ
ろ
い

兜か
ぶ
と

の
試
着+

乗
馬
体
験+

写
真
撮
影（
一
人
５
０
０

円
）、
三
代
目
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ

無
料
ミ
ニ
ラ
イ
ブ（
午
後
７
時
〜
）、
魔

法
使
い
ア
キ
ッ
ト
の
大
道
芸（
午
後
４

時
〜
・
６
時
〜
、
無
料
）

◇
本
町
祭
恒
例
ラ
イ
ブ「
稲
川
淳
二
の
本

町
ホ
ラ
ー
ナ
イ
ト
／
本
町
寄
席
」

今
月
の
表
紙

　４月29日㈭、腰越自治会向井地
区の鳥羽堂観音で、恒例の春祭り
が開かれました。祭りは氏子総代
などにより般若心経が唱えられた
後、境内に集まった市民らに向け
て知恵の団子がまかれ、大いに盛
り上がりました。
　引続き、境内に設けられた土俵
では、腰越奉納会により戦前から
続いている伝統の子ども相撲が行
われました。大勢の子どもたちに
よる真剣勝負が繰り広げられ、勝
負がつくたびに大きな歓声が沸き
起こりました。「はっけよい、の
こった！」勝っても負けても笑顔
がいっぱいあふれていました。

鳥羽堂観音春祭りではっけよい！

お
知
ら
せ
／
催
し

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

●
日
時　

６
月
12
日
㈯
午
後
７
時
開
演

（
６
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

上
田
映
劇

●
チ
ケ
ッ
ト　

全
席
自
由
／
３
５
０
０
円

　

上
田
映
劇　
　
　

TEL
22
・
０
２
６
９

　
　

事
務
局（
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
房
翔
・
坂
井
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
22
・
５
６
２
５

　
　

・ジュエリー工房 翔：
                                       ☎0268-22-5625

イ
ベ
ン
ト
会
場

映劇

■主催：本町成年会　 　 
■共催：本町自治会 /本町商工親交会
■後援：上田商工会議所

・上田映劇：☎0268-22-0269
チケット・お問い合わせ

当日は案内看板を目印にお越
しください。 …案内看板

こわい話の前におもいっきり笑いましょう！！

第６回

アロマオイル ハンドマッサージ
占い～クラゲの館～
うえだNav iプレゼンツ
「スイーツ＆唎き酒」

●

●
●

青木村義民太鼓保存会
玉喜屋 当日限定スイーツ
ぽけっと手作り品 販売

青木村義民太鼓保存会
玉喜屋 当日限定スイーツ
ぽけっと手作り品 販売

●

●
●

本町内の加盟店で
最大7000円分使えるチケットを
なんと！5000円で販売！！

PM5:30より本町ブースにて販売

6月12日（土）　平成22年

6 30

3 500

同日開催！！

オープンキッチン＆青空酒場 P
M スタート

本町自慢の逸品料理！
上
田
を
舞
台
に
し
た

「
城
下
町
ブ
ル
ー
ス
」を

歌
い
ま
す

鎧・兜試着＋
乗馬体験＋写真撮影
鎧・兜試着＋
乗馬体験＋写真撮影

●

木のおもちゃ作り体験
縁日
チャイルドブック絵本販売

木のおもちゃ作り体験
縁日
チャイルドブック絵本販売

駄菓子など

●

●

●

※体重制限あり（一人500円）

100冊
限定！！

お
1人

様１冊限り

上
田
市
学
童
野
球
大
会

●
期
日　

７
月
24
日
㈯
・
25
㈰
及
び
７
月

31
日
㈯
、
８
月
１
日
㈰

●
場
所　

県
営
上
田
野
球
場
ほ
か

●
内
容　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
形
式
の
軟
式

野
球
大
会

●
参
加
資
格　

市
内
小
学
生
の
野
球
チ
ー

ム（
申
し
込
み
は
育
成
会
単
位
も
し
く

は
学
校
単
位
で
）。

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
締

切
後
の
返
金
は
不
可
）

●
申
し
込
み　

７
月
５
日
㈪
ま
で
に
体
育

課
ま
た
は
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

信
大
繊
維
学
部

環
境
講
演
会

●
日
時　

６
月
18
日
㈮
午
後
１
時
〜
２
時

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部
大
会
議
室

●
演
題　

日
焼
け
は
危
険
〜
化
粧
品
か
ら

地
球
環
境
問
題
ま
で
〜

●
講
師　

村む
ら

上か
み

泰や
す
し

繊
維
学
部
化
学
・
材
料

系
教
授

●
定
員　

１
０
０
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
信
州
大
学
繊
維
学

部
へ（
当
日
参
加
も
可
）。

　

信
州
大
学
繊
維
学
部（
岩
波
）

　
　

TEL
21
・
５
３
１
３

第
３
回
車
座
ト
ー
ク

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座

　

発
電
の
し
く
み
か
ら
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
理
由
、
そ
の
土

地
に
あ
っ
た
発
電
の
選
び
方
、
環
境
と
の

バ
ラ
ン
ス
ま
で
、
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
学

ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
座
で
す（
わ
が
ま
ち
魅

力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
）。

●
日
時　

６
月
12
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

（
０
時
30
分
受
付
）

●
場
所　

さ
く
ら
国
際
高
等
学
校
中
校
舎

２
年
Ｂ
組
教
室

●
講
師　

小
田
切
隆
一
氏（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

●
参
加
費　

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

２
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
六
ヶ
所
会
議
in
う

え
だ
へ
。

●
託
児　

１
歳
半
以
上（
定
員
あ
り
、
要

予
約
、
６
月
10
日
㈭
締
め
切
り
、
無
料
）

　

六
ヶ
所
会
議
in
う
え
だ（
藤
川
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
６
・
９
９
３
７

第
22
回
上
田
市
文
芸
祭

●
日
時　

展
示
／
６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
舞
台
／
６
月

６
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

展
示
／
中
央
公
民
館
、
舞
台
／

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
容　

展
示
／
華
道
、
絵
画
、
着
装
、

茶
道（
茶
室
あ
り
）、
書
道
、
水
墨
画
、

染
色
。舞
台
／
バ
レ
エ
、能
楽
、大
正
琴
、

民
謡
、歌
謡
、民
踊
、日
本
舞
踊
、邦
楽
、

演
劇
、
詩
吟
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
か
っ

ぽ
れ
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、和
太
鼓
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
日
本
将

棋
。

●
入
場
料　

無
料

　

上
田
市
文
化
芸
術
協
会
事
務
局（

文
化
振
興
課
内
）

　
　

TEL
23
・
６
３
６
１

催
し

　４月22日・23日に開かれた市議会臨時会で、
副市長の選任について議会の同意を求める議案
が提出され、石黒豊氏が再任されました。任期
は平成26年４月27日までの４年間です。
　また、教育委員会委員には、西田不

ふ

折
せつ

氏が再
任され、生田千鶴子氏に変わり城

しろ

下
した

敦
あつ

子
こ

氏が任
命されました。任期は、平成26年４月28日まで
の４年間です。
　そして、市長が市議会の同意を得て選任する
監査委員は、髙寺誠氏に変わり、小

こ

池
いけ

俊
しゅん

一
いち

氏が
選任されました。任期は、平成26年４月27日ま
での４年間です。なお、議会から選出される監
査委員には、児玉将男議員が選任されました。
　このほか、公平委員会委員に滝澤修一氏（任
期は平成26年４月27日まで）が、固定資産評価
審査委員会委員に松井重德氏（任期は平成25年
４月28日まで）が再任されました。
　なお、特別職の上下水道事業管理者を廃止し、
一般職の上下水道局長とする条例改正が可決さ
れました。

新しい
監査委員･教育委員会委員さんです

お知らせ

城下敦子教育委員会委員

小池俊一監査委員

��



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

信
州
国
際
音
楽
村

ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
２
０
１
０

　

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
鮮
や
か
な
紫

色
の
３
０
０
０
株
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
、
一

面
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
菅
平
、
烏
帽
子
、

湯
の
丸
、
浅
間
山
ろ
く
か
ら
立
科
方
面
ま

で
の
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
る
素
晴
ら
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈯
〜
７
月
19
日（
月
・

祝
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
開
花
状
況

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ラ
ベ
ン
ダ
ー

畑（
入
場
無
料
）

●
内
容　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
摘
み
取
り（
３
０

　

０
円
、
50
本
程
度
）、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
作
り
無
料
講
習
ほ
か
。

　

信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

歌
と
絵
本
の

朗
読
の
ひ
と
と
き

　

童
謡
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歌

と
朗
読
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

竹た
け

前ま
え

文ふ

美み

子こ

氏（
歌
と
朗
読
。

３
代
目
Ｎ
Ｈ
Ｋ
う
た
の
お
ね
え
さ
ん
）、

田
口
和
男
氏（
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
）、
古こ

宇う

田だ

亮り
ょ
う

延え
ん

氏（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）

●
内
容　

歌
／
白
い
ブ
ラ
ン
コ
、オ
・
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
ほ
か
。
朗
読
／
レ
オ
・
レ
オ

ニ
作
、
谷
川
俊
太
郎
訳「
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
」。

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

前
売
り
一
般
１
０
０
０
円

（
当
日
は
１
２
０
０
円
）、
高
校
生
以
下

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ（
TEL
29
・
０
２
１
０
）。

　

上
田
図
書
館
倶
楽
部
事
務
局

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

菜
の
花
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
大
型
絵

本
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
歌
な
ど
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

上
田
低
肺
友
の
会

　

肺
の
病
気
に
よ
り
肺
機
能
の
低
下
が
あ

る
方
や
、
在
宅
で
酸
素
療
法
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
呼
吸
器
障
害
に
悩
む
患
者
さ
ん

と
家
族
の
、
学
習
と
交
流
会
で
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
29
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

催
し

　みんなが参画するまちづくりをめざして交流会や展示、講演会
を開催します。
●日時　６月27日㈰午前10時15分～午後３時30分
●場所　中央公民館
●内容　
・開会式（平成21年度上田市男女共同参画推進事業者表彰受賞団
体紹介）／午前10時15分～
・小グループに分かれて交流会／午前10時50分～
・JAフラあゆみの皆さんによるアトラクション／午後１時15分
・講演会「女性が生きにくかった時代～松井須磨子と金子みすゞ
～」堀井正子氏（文学研究家）／午後１時30分～

●参加費　無料
●申し込み　不要。ただし、託児希望者は６月17日㈭までにご連

絡ください。
●その他　手話通訳、昼食販売あり。
　 人権男女共同参画課　TEL23･5245

市民フェスティバル
～男

みんな

女がつくるいきいき上田～

催し

��
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キラリ★輝
くこどもた

ち！

●
内
容　

交
流
会
、
健
康
体
操
、
入
浴
、

顧
問
医
師（
鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
名
誉
セ
ン
タ
ー

長
・
小
林
俊
夫
氏
）に
よ
る
日
常
生
活

上
の
助
言

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
と
お

や
つ
代
。
入
浴
す
る
方
は
別
途
入
浴
料

必
要
）。

●
申
し
込
み　

６
月
21
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

真
田
図
書
室

お
は
な
し
広
場

　

た
ま
て
箱
の
皆
さ
ん
と
雨
宮
ち
よ
子
さ

ん
に
よ
る
、
手
遊
び
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館
図
書
室（
児

童
図
書
室
）

　

真
田
中
央
公
民
館
図
書
室

　
　

TEL
72
・
２
２
０
０（
内
線
５
５
９
）

歴史の風を感じながら
のびのびいきいきと遊ぶ
子どもたち

常田保育園
　上田駅より東側、旧北国街道沿いにある
毘
ら

沙
しょう

門
もん

堂
どう

の横を入ると、左右に古い洋館が
見えますが、その左側の建物が常田保育園
です。築90年になる園舎は、大正９年に
ウィリアム・メレル・ヴォ－リズ氏の設計
によって建てられました。古い町並みと
新しいものが仲よく入り混じった常田の地
で、地域の方々に温かく見守られています。
また、20年以上併設していた知的障害児
通園施設「上田いずみ園」は、平成16年に
蒼久保に移転しましたが、現在も交流をし
ています。
　園では「豊かな心と健全なからだ」を保育
目標とし、子どもの生活の中心は遊びとい
うことから、五感を刺激し、ダイナミック

に遊べるように、原体験を大切にしていま
す。月１回、お弁当を持って千曲川や上田
公園に出かけたり、年１回のお泊り保育や
スキー場でそり遊びなどをしたりします。
年間を通して水泳教室に通い、丈夫な体作
りにも心がけています。今年は、描画を多
く取り入れており、子どもたちは絵の具や
ペンキを使って、のびのびと表現していま
す。また、ご近所で畑をお借りして野菜作
りにもチャレンジ！手作りのおいしい給食
は野菜がたっぷりで、卒園するころにはど
の子も野菜が大好きになるようです。
　異年齢保育により、同年齢の子どもだ

けでなく、様々なお
友だちと接すること
で、小さい子は大き
い子にあこがれ、大
きい子は小さい子に
やさしくできるよう
に、また、自分自身
を肯定できる子ども
に成長していきま
す。

未満児も泥遊び大好き。
「裸足だってヘッチャラだよ」

園庭の手作りの小屋に年
長児が夢中でペンキ塗り
をしました。

＜広告欄＞

��
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講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

の
び
の
び
川
あ
そ
び

体
験
教
室

　

水
生
生
物
観
察
、
い
か
だ
下
り
な
ど
、

川
で
思
い
切
り
遊
び
ま
す
。

●
日
時　

７
月
３
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

２
時（
雨
天
な
ど
の
場
合
中
止
）

●
場
所　

川
の
駅（
半
過
）

●
対
象　

３
歳
以
上
の
未
就
学
児
、
小
中

学
生
、
高
校
生
が
い
る
親
子
。

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
と
し
て
）

●
申
込
方
法　

６
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
生
涯
学
習
課
へ（
育
成
会
員
の
方
は

地
域
の
育
成
会
を
通
し
て
申
し
込
み
）。

　

上
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

事
務
局（

生
涯
学
習
課
内
）

　
　

TEL
23
・
６
３
７
０

職
員
が
伺
い
ま
す
！

平
成
22
年
度
出
前
講
座

　

上
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

課
題
や
市
政
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、「
出
前
と
き
め
き
の
ま
ち
講

座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
93

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
職
員
が
伺
っ

て
学
習
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
５
人

以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
、
各
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
受
付
窓
口
、市
内
９
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
今
年
度
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
方

に
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
送
り
し
ま

す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

読
み
聞
か
せ
講
座
講
演
会

●
日
時　

６
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時（
１
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
演
題　

読
み
聞
か
せ
再
発
見

●
講
師　

牛
山
圭
吾
氏（
長
野
県
図
書
館

協
会
会
長
）

●
定
員　

80
名

●
参
加
費　

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無

料
●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ（
TEL
29
・
０
２
１
０
）。

　

上
田
図
書
館
倶
楽
部
事
務
局

　
　

TEL
25
・
３
１
１
５

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

◇
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
思
考
基
礎
講
座

●
日
時　

６
月
16
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
テ
ー
マ　
「
あ
る
べ
き
姿
か
ら
課
題
づ

く
り
〜
未
来
か
ら
現
在
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
は
〜
」

◇
仕
事
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

６
月
18
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

●
テ
ー
マ　
「
会
社
の
夢
を
経
営
者
と
社

員
で
共
有
す
る
〜
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ

く
る
〜
」

◇
共
通
事
項

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
講
師　

末
広
繁
和
氏（
中
小
企
業
診
断

士
）

●
参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
も
た
ず
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
温

か
く
見
守
り
支
援
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
25
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
２
階
大
会

議
室

●
講
師　

中
澤
純
一
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

じ
ろ
べ
ー
理
事
長
）

●
定
員　

50
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
介
護
課

へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

募
集

＜広告欄＞

●受験申込　６月20日㈰～25日㈮午前９時～午後５時に、市役所（募集要項記載の受験申込会場）へ受験者本人が次
の必要書類を持参してください（日曜日も受付。郵送は不可）。

●必要書類　①受験申込書（人材開発課または各地域自治センターにあります）
　　　　　　②履歴書（配付するものを使用）
　　　　　　③80円切手貼

ちょう

付
ふ

の定形封筒（合否連絡用に受験者のあて名を記入。長形３号）
　　　　　　④保健師・助産師・保育士区分の受験者は各免許証の写し、または修了（卒業）見込証明書
　　　　　　※受験申込書及び履歴書は、上田市ホームページからダウンロードできます。
●第一次試験　７月25日㈰午前８時30分～（８時受付開始）

　 人材開発課　TEL23･5332

平成23年４月１日採用予定の上田市職員を募集

募集

試験程度 試験区分 採用予定
人員 受験資格 試験科目

大学卒業
程度

一般行政事務

若干名

昭和55年４月２日以降に生まれた方

教養

専門

土木技術
昭和50年４月２日以降に生まれた方

建築技術

保健師 昭和50年４月２日以降に生まれた方で、保健師または助産師
の資格を有する方（平成23年３月31日までに資格取得見込み
の方を含む）助産師

短期大学
卒業程度

保育士Ａ 昭和60年４月２日以降に生まれた方で、保育士の資格を有す
る方（平成23年３月31日までに取得見込みの方を含む）

保育士Ｂ
（実務経験者対象）

昭和26年４月２日以降に生まれた方で、保育士の資格を有し、
保育所の保育士または幼稚園の教諭として実務経験のある方

上田 新時代を 築く力を 求めます 。

��



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

に
こ
に
こ
赤
十
字

健
康
教
室

●
日
時　

６
月
30
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分（
10
時
受
付
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
応
急
手
当
の
方
法
、
寝
た
き
り

防
止
法
な
ど
。

●
対
象　

60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

６
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
福
祉
課
へ
。

●
そ
の
他　

昼
食
は
赤
十
字
奉
仕
団
で
用

意
し
ま
す
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
３
０

美
ヶ
原
高
原
の
自
然
を
紹
介

ブ
ロ
グ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
な
ど
高
山
植
物
が
咲

く
、
美
ヶ
原
高
原
を
紹
介
す
る
ブ
ロ
グ
を

作
成
し
ま
す（
全
４
回
）。

●
日
時
／
内
容

・
６
月
20
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時
／
ブ
ロ

グ
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜
ブ
ロ
グ
作
成
体

験
・
６
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
／

講
演「
美
ヶ
原
高
原
の
歴
史
、
植
物
の

説
明
、
温
暖
化
に
伴
う
美
ヶ
原
の
自
然

へ
の
影
響
に
つ
い
て
」講
師
／
清
水
卓た
く

爾じ

氏（
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）。「
カ
メ

ラ
の
基
本
操
作
を
学
ぶ
」講
師
／
齊
藤

和
生
氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）。
ご
自
身
の
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
参
。

・
７
月
４
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
／

「
思
い
出
の
丘
と
王
ヶ
頭
付
近
で
撮
影

会
」講
師
／
清
水
卓
爾
氏
、
齊
藤
和
生

氏
。
雨
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
三
脚
を
持
参（
５
本
ま
で

貸
し
出
し
あ
り
）。
野
外
散
策
が
で
き

る
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い（
市
の

バ
ス
で
移
動
）。

・
７
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時
／
美
ヶ

原
高
原
の
レ
ポ
ー
ト
ブ
ロ
グ
を
作
ろ
う

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
者

●
定
員　

16
名

●
料
金　

５
０
０
０
円（
３
月
実
施
の「
写

真
と
レ
ポ
ー
ト
で
つ
づ
る
上
田
の
魅

力
」講
座
参
加
者
は
２
回
目
以
降
の
参

加
可
３
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

タ
イ
の
食
文
化

●
日
時　

６
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

竹
内
ナ
パ
ー
パ
ン
氏（
タ
イ
出

身
）

●
内
容　
「
ト
ム
ヤ
ン
ク
ン
」作
り（
予
定
）

●
定
員　

30
名

●
材
料
費　

７
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

米
粉
料
理
教
室

　

米
の
消
費
拡
大
と
米
粉
の
普
及
の
た

め
、
簡
単
に
で
き
る
米
粉
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
６
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
30
分（
９
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館
料
理
研
修
室

●
内
容　

か
ぼ
ち
ゃ
の
ニ
ョ
ッ
キ
、
米
粉

で
唐
揚（
鶏
）、
米
粉
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ェ

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三さ
ん

角か
く

巾き
ん

●
申
し
込
み　

６
月
10
日
㈭
以
降
、
電
話

で
農
政
課
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

文
化
講
座

「
池
波
正
太
郎
と
信
州
Ⅱ
」

　

真
田
太
平
記
や
真
田
も
の
を
執
筆
す
る

た
め
に
、
何
度
と
な
く
信
州
を
訪
れ
た
池

波
氏
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

６
月
29
日
㈫
、
７
月
22
日
㈭
午

後
２
時
〜
３
時
30
分（
全
２
回
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館
交

流
サ
ロ
ン

●
講
師　

鶴
松
房
治
氏（
池
波
正
太
郎
記

念
文
庫
）、
当
館
館
長

●
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
が
必

要
）。

●
定
員　

先
着
60
名（
要
申
し
込
み
）

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

＜広告欄＞

講
座
・
教
室

��



上田の百選

＜広告欄＞

　

美
し
い
自
然
や
文
化
遺
産
に

恵
ま
れ
た
上
田
市
に
は
、
国
な

ど
か
ら
選
ば
れ
た
幾
つ
か
の
百

選
が
あ
り
ま
す
。
今
月
か
ら
そ

う
し
た
上
田
の
百
選
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
11
年
７
月
に
農
林
水
産

省
か
ら
日
本
の
棚
田
百
選
に
認

定
さ
れ
た
の
が
、
豊
殿
地
域
の

信
州
稲い
な

倉ぐ
ら

の
棚
田
で
す
。
稲
倉

の
棚
田
は
、
元げ
ん

禄ろ
く

時
代
か
ら
明

治
時
代
に
か
け
て
開
田
さ
れ
た

も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
山
裾す
そ

か
ら
谷
間
に
大
小
様
々
な
形
状

の
棚
田
が
広
が
り
、
そ
の
美
し

い
原
風
景
が
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

日
本
の
棚
田
百
選
は
、
都
道

府
県
の
推
薦
を
受
け
、
学
識
経

験
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る「
日

本
の
棚
田
百
選
」選
定
委
員
会

が
選
定
す
る
も
の
で
、
全
国

１
３
４
か
所
が
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
稲
倉
の
棚
田
の
保
全
活

動
を
行
う
の
が
、
稲
倉
棚
田
保

全
委
員
会
。
地
域
の
方
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
方
が
参

加
し
、案か

山か

子し

ま
つ
り
や
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ほ
た
る
火

ま
つ
り
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や

子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
験
学
習
と
し

て
今
年
の
５
月
13
日
に
は
、
埼

玉
県
の
大
宮
北
高
校
の
生
徒

３
２
２
人
が
田
植
え
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
大

き
な
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
裸は
だ
し足

で
田
に
入
り
初
め
て
の
田
植
え

を
体
験
。
指
導
す
る
保
全
委
員

会
の
方
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
保
全
委
員
会
副
委

員
長
の
金
澤
正
明
さ
ん
は
、「
米

作
り
は
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
を
感
じ
て
、
高
校
の
良
い

思
い
出
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」。

ま
た
、
保
全
委
員
会
で
、
当
日

田
植
え
し
た
田
の
準
備
を
担
当

し
た
金
澤
守
さ
ん
は
、「
こ
う
し

た
田
園
風
景
が
好
き
で
す
。
百

選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
が
ん
ば
っ
て
守
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ペットボトルに入れられた約
1,000本のロウソクが幻想的に
浮かび上がる稲倉棚田のほたる
火まつり。

５月13日に行われた大宮北高校の田植え
体験。322人の生徒が保全委員会の指導
を受けて田植えを体験した。

稲倉棚田日本の棚田百選

��



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

長
野
病
院

第
49
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

６
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

認
知
症
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の

委
員
を
公
募

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

市
の
行
財
政
改
革
の

推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す

る
。

●
応
募
方
法　

行
政
改
革
推
進
室
に
あ
る

所
定
の
申
込
書
に「
今
後
の
市
役
所
の

在
り
方
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０

字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添
え
て
、
行

政
改
革
推
進
室
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

６
月
25
日
㈮

　

行
政
改
革
推
進
室

　
　

TEL
23
・
５
１
６
３

盲
導
犬
を
お
貸
し
し
ま
す

　

市
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
圏
を
拡

大
し
、
自
立
更
生
と
社
会
復
帰
を
促
進
す

る
た
め
に
、
盲
導
犬
を
無
料
で
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。

　

盲
導
犬
は
視
覚
障
害
者
の
歩
行
を
安
全

で
安
易
に
す
る
た
め
に
特
別
に
訓
練
さ
れ

た
犬
で
す
。
盲
導
犬
の
使
用
に
よ
っ
て
大

き
な
行
動
の
自
由
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
貸
与
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
に
住
む
、
満
18
歳
以
上
の

１
級
視
覚
障
害
者

●
本
年
度
貸
与
頭
数　

１
頭

●
応
募
締
切　

７
月
２
日
㈮

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

放
送
番
組
審
議
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

８
月
１
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

上
田
市
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
放
送
番
組
の
適
正
化
を
図
る
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
の

諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

秘
書
課
に
あ
る
所
定
の

申
込
書
に「
市
政
番
組
の
あ
り
方
」と
題

し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書

式
自
由
）を
添
え
て
、
秘
書
課
に
提
出
。

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

●
応
募
締
切　

６
月
30
日
㈬

　

秘
書
課　

TEL
23
・
５
１
４
９

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞

　特設の野外ステージで、あなたの自慢
のパフォーマンスを披露してみません
か。
●開催日　８月７日㈯午後
　　　　　（詳細は後日打ち合わせ）
●場所　真田運動公園特設ステージ
●対象　どなたでも
●定員　応募者多数の場合は抽選
●参加費　無料
●応募締切　７月９日㈮必着
　 産業観光課　TEL72･2204

第26回真田まつり
ステージイベント

募集

��



わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

平
成
20
年
春
に
発
足
し
た
、「
丸
子
バ
ラ
の
会
」。
平
成
３
年
か
ら

河
川
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
み
、
平
成
13
年
か
ら
河
川
を
管
理
す
る

県
の
許
可
を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
粗
大
ご
み
の
撤
去
の
ほ
か
、

荒
廃
し
た
河
川
敷
の
整
備
・
植
樹
な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
同
会

の
発
足
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
一
面
に
ア
レ
チ
ウ
リ
が
広
が
っ
て
い
た
、
中
丸
子
の
依

田
川
右
岸
の
堤
防
敷
地
１
０
０
０
坪
が
、
同
会
に
よ
っ
て
今
で
は
き

れ
い
な
バ
ラ
園
、
花
壇
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　

バ
ラ
の
植
栽
は
会
の
設
立
と
同
時
に
始
ま
り
、
当
初
は
宝
く
じ
の

助
成
金
を
受
け
、土
の
入
れ
替
え
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、

70
本
の
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
苗
は
坂
城
町
や
千
葉
県
な
ど
か

ら
仕
入
れ
、
挿
木
で
増
や
す
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
50
㎝

の
苗
も
、「
３

年
も
す
れ
ば

ア
ー
チ
に
な

る
ま
で
成
長

し
ま
す
」と

代
表
の
成
澤
啓
輔
さ

ん（
下
）は
話
し
ま
す
。

　

花
の
大
き
さ
も
、

１
年
目
の
直
径
３
・
４

㎝
か
ら
、
３
年
目
に

は
10
㎝
程
度
に
な
る

と
い
い
ま
す
。
花
は
、

５
〜
６
月
と
10
月
が

見
ご
ろ
だ
そ
う
で
す
。

　

バ
ラ
は
50
種
類
以

上
植
え
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
ほ
か

に
も「
桜
や
ツ
ツ
ジ
、ア
ジ
サ
イ
、萩
、ア
ヤ
メ
、ス
イ
セ
ン
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
な
ど
約
70
種
類
の
草
花
、花
木
を
植
え
て
あ
っ
て
、四
季
折
々

の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

水
や
り
も
大
変
で
す
ね
と
の
問
い
か
け
に
も
、
成
澤
さ
ん
は「
大

変
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
」と
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

依
田
川
の
堤
防
敷
地
１
０
０
０
坪
に
、

50
種
類
以
上
の
バ
ラ
を
植
え
て
あ
り
ま
す
。

丸子バラの会

丸子バラの会の「丸子バラを育
てる事業」は今年度、わがまち
魅力アップ応援事業（特色ある
まちづくり応援事業）の２年目
を迎えました。荒廃した河川・
堤防敷地の再生を目的に、昨年
度の事業では、バラの植栽のほ
か、アレチウリの除去、肥料、
消毒などに補助金が使われまし
た。バラ園は依田川橋東側の下
流100ｍにあり、入口に「中丸
子バラ園」の看板を設置する計
画も進んでいます。今年度も５
月中旬からバラの植え付けが行
われ、全会員に呼びかけての手
入れ作業も、月２回ほど予定さ
れています。

成
澤
啓
輔
さ
ん　
な
り
さ
わ
・
け
い
す
け

＜広告欄＞

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。
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四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

　

４
年
前
の

５
月
、
武
石

公
園
に
は
鮮

や
か
な
朱
色

の
ツ
ツ
ジ
が

咲
き
乱
れ
、

お
花
見
に
訪

れ
た
り
車
か

ら
景
色
を
楽

し
ん
だ
り
と

多
く
の
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
花
の
数
が
減
り
、
心
配

す
る
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
武
石
公
園
を
再
び「
つ
つ
じ
色
に
染
め
て
い
く

賑に
ぎ

わ
い
の
丘
へ
」と
立
ち
上
が
っ
た
の
が「
七し
ち

ケか

公
友
会
」の
皆
さ
ん
で
す
。
同
会
は
、
七
ケ
自
治

会
に
住
む
消
防
団
退
団
者
を
中
心
と
し
て
構
成
さ

れ
、
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自
治
会
内
の
公
園
整

備
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
わ
が
ま
ち
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
採
択
を
受
け
、
武
石
公
園
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
25
日
、
公
友
会
の
会
員
約
40
人
が
参
加

し
、
歩
き
や
す
い
公
園
に
な
る
よ
う
に
と
遊
歩
道

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。通
路
に
は
砕
石
を
敷
き
、

傾
斜
地
に
は
擬

木
丸
太
を
使
っ

て
階
段
を
設
置

し
ま
し
た
。
今

後
は
、
電
飾
用

ポ
ー
ル
の
設
置

な
ど
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
に

な
っ
た
武
石
公

園
に
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ

い
。

つつじ色に染まる賑わいの丘を再び

　５月１日・２日の両日、長野市オリンピック記念アリー
ナ・エムウェーブを会場に開催された「ながのノスタル
ジックカーフェスティバル2010」に、昨年、旧カネボウ
丸子工場で使用され産学官の連携により修復した1955
年式オ－ト三輪消防車が出展し、見ごと大賞を受賞しま
した。
　この賞は、全国各地からオールドカー、ノスタルジッ
クカーが集結し展示、デモ走行などを行い、その中で最
も原型に忠実に修復された車両に与えられる賞です。
　オート三輪消防車は、２日間に渡り会場に展示され、
ゴールデンウイークに訪れた多くの来場者に、見て触れ
ていただきました。
　また、上田市消防団丸子第３分団によるデモ走行と
オート三輪消防車からの放水披露では、多くの来場者か
ら拍手喝

かっ

采
さい

があがりました。
　地域の技術力を結集し、産業文化遺産として昨年復活
したオート三輪消防車。
　この受賞を励みに、更に多くの人に見て触れてもらえ
ればと考えています。

オ
ー
ト
三
輪
消
防
車
が
大
賞
を
受
賞

な
が
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

武石公園を整備
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四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

長
小
学
校
で
お
花
見
給
食

姉
妹
学
級
で
楽
し
い
活
動

　長小学校（久保田賢一校長、児童119人）では、４月21日にお花見給食を行
いました。昨年までは、桜の開花時期と合わずに「青空給食」として行うこと
もあったようで、冷え込む日が続いた今年も開花が心配されました。でも、
この日は桜もちょうど満開になり、日本晴れの最高の日になりました。
　児童は校庭に並ぶ桜の木の下にシートを広げ、三色のお花見団子の付いた
お弁当を開けました。そして、自校で毎日給食を作ってくれている先生と、
市の栄養士の先生から、今日のお花見弁当に入っているおかずの産地や栄養
についての話を聞いた後、みんなでおいしくいただきました。全学年が１ク
ラスずつの長小学校では、１年と６年、２年と５年、３年と４年が「姉妹学級」
を組んで活動しています。この日も、姉妹学級での楽しいお花見給食になり
ました。

　

５
月
２
日
か
ら
の
３
日
間
、乗
馬
体
験
な
ど
を
楽
し
む「
馬

術
場
ま
つ
り
」が
市
民
の
森
馬
術
場
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
、
親
子
連
れ
の
家
族
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

上
田
乗
馬
倶
楽
部
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
日
ご

ろ
か
ら
同
馬
術
場
で
練
習
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
小
学
生

ら
に
よ
る
障
害
物
飛
越
の
披
露
や
厩き
ゅ
う

舎し
ゃ

の
見
学
、「
馬
の
絵
」

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
馬
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

馬
に
乗
っ
て
手
綱
を
引
い
て
も
ら
う
人
気
の「
引
き
馬
」体

験
で
は
、
初
め
て
乗
っ
た
馬
の
高

さ
に
、
最
初
は
怖
が
っ
て
馬
に
し

が
み
つ
く
よ
う
に
乗
る
子
ど
も

の
姿
も
。
で
も
、半
周
も
す
れ
ば
、

体
を
馬
が
歩
く
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
乗
り

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

馬
を
間
近
に
見
な
が
ら
、
フ

ラ
ッ
ペ
や
ク
レ
ー
プ
を
食
べ
て

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち
に
、
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
も
満
足
の

様
子
で
し
た
。

　

多
く
の
家
族
が
、
森
林
で
思

い
思
い
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

市民の森で馬術場まつり
ゴールデンウィークに開催
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

人口：159,424人　男：77,986人  女：81,438人　世帯数：62,122戸　
外国人登録者数：4,263人　男：1,959人　女：2,304人

人の動き（平成22年５月１日現在）

　

夏
日
と
な
っ
た
５
月
17
日
、
川
辺
小
学
校
４
年
生（
３
ク
ラ
ス
、

約
１
０
０
人
）が
、
半
過
の
岩
鼻
に
近
い
千
曲
川
で
、
ア
ユ
の
稚

魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
と
川
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
春
原
昌
明
さ
ん（
上
小
漁
業
協
同
組
合
長
）か
ら
ア
ユ
の
放
流

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
上
田
道
と
川
の
駅
整
備
連
絡
協

議
会
の
方
な
ど
が
話
す
、
川
の
生
態
系
や
河
川
環
境
の
話
に
も
興

味
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
の
後
、
み
ん
な
で
放
流
場
所
へ
移
動
。
組
合
の
方
が

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
き
た
稚
魚
を
、
順
番
に
バ
ケ
ツ
で
受
け
取

り
川
端
に
ゆ
っ
く
り
放
流
し
ま
し
た
。
こ
の
日
放
流
し
た
の
は
琵

琶
湖
産
の
稚
魚
で
、
放
流
量
は
５
７
０
㎏
。
上
小
漁
業
協
同
組
合

が
４
〜
５
月
に
放
流
す
る
全
体
量
の
約
12
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　

多
く
の
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
の
取
材
も
あ
り
、
現
場
は
川
に
入

る
大
人
と
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
や
か
に
。
放
流
後
、「
大
き
く
な
っ

て
ね
ぇ
」と
手
を
振
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

川
辺
小
学
校
４
年
生
が
千
曲
川
に
ア
ユ
を
放
流

提
供
／
上
小
漁
業
協
同
組
合

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
０
１
平
成
22
年
６
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
課　

〒
３
８
６-

８
６
０
１
長
野
県
上
田
市
大
手
１-

11-

16  

TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
０
０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
５
２
４
１

No.
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